
    
 

令
和
三
年
度
企
画
展 

中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅳ 

西
楽
寺
の

幕
末
・

明
治 

袋井市春岡に位置する真言宗の古

刹 西楽寺の古文書群から地域の歴史

を読み解く全４回の展示シリーズ。 

最終回のテーマは「幕末・明治」。

激動の時代の中で、寺院や神社は大き

な変化を余儀なくされました。 

いわゆる神仏分離や廃仏毀釈の中

で、寺院は、仏像はどうなったのか、

明治という時代に生きた僧侶たちは

どのような活動をしていたのか。 

豊富に残された史料をもとに、明治

の地域社会を読み解きます。 

袋井市歴史文化館編集・発行 2022年１月 

【表紙写真】〔有栖川宮 御用高張箱〕・「絵符」（西楽寺所蔵） 

展示会場：袋井市郷土資料館 

展示期間：令和４年１月 13日（木）～２月 23日（水） 



       

慶
応
四
年
（一
八
六
八
）、
寺
院
の
危
機 

 

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
月
十
四
日
、
徳
川
慶
喜
は
、

政
権
奉
還
の
上
表
を
朝
廷
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
有
名

な
大
政
奉
還
で
す
。 

 

慶
応
三
年
十
二
月
九
日
、
天
皇
は
「
王
政
復
古
」
を
発
令

し
、
摂
関
幕
府
等
の
廃
絶
を
宣
言
。
総
裁
有
栖
川
宮
熾
仁
親

王
以
下
、
議
定
・
参
与
か
ら
な
る
新
政
府
を
樹
立
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
新
政
府
で
す
が
、
慶
応
四
年
三
月
十
三
日
に
、

神
祇
官
再
興
・
祭
政
一
致
の
太
政
官
符
を
出
し
ま
す
。 

 

そ
し
て
同
年
三
月
十
七
日
、
神
社
別
当
・
社
僧
（
神
仏
習

合
の
中
で
、
神
社
に
い
た
僧
侶
た
ち
で
す
）
の
還
俗
（
復
飾
）

に
関
す
る
布
告
を
出
し
、
三
月
二
十
八
日
に
は
、「
権
現
」
な

ど
の
、
仏
教
に
ま
つ
わ
る
語
を
神
社
か
ら
廃
し
、
仏
像
を
神

体
と
し
な
い
よ
う
に
、
と
す
る
布
告
を
出
し
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
新
政
府
の
宗
教
政
策
が
、
い
わ
ゆ
る
「
廃
仏
毀

釈
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

新
た
な
宗
教
政
策
の
波
は
、
西
楽
寺
に
も
及
び
ま
し
た
。 

慶
応
四
年
四
月
に
は
、
「
御
改
革
」
の
お
触
れ
を
受
け
て
、

当
時
西
楽
寺
の
門
徒
寺
院
だ
っ
た
中
泉
八
幡
宮
（
神
宮
寺
）

か
ら
、
神
体
だ
っ
た
仏
像
を
西
楽
寺
に
移
し
て
い
ま
す
（
慶

応
四
年
四
月
「
覚
」
西
楽
寺
文
書
近
世
一
九
〇
五
）。 

                             

                             

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
祈
願
所
と
な
る 

明
治
維
新
を
生
き
抜
く
た
め
の
一
手 

た 

る 

ひ 

と 

 
 

 
 

覚 

一
、
本
地
三
尊
阿
弥
陀
仏 

一
、
本
尊
大
日
如
来 

一
、
不
動
明
王 

一
、
弘
法
大
師 

 

右
者
神
宮
寺
ニ

在
レ

之
処
、
今
般 

御
改
革
御
触
達
ニ

付
、
差
当
御
預
ケ 

申
置
候
。
以
上
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
泉

八
幡
宮
大
祢
宜 

 

慶
応
四
年
辰
四
月 

 
 

大
場
図
書
（印
） 

 

西
楽
寺 

 

御
執
事 
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『左右留記』表紙 

慶応４年（1868）４月「覚」（西楽寺文書近世 1905） 



新
時
代
へ
の
不
安
と
解
決
の
た
め
の
一
手 

 

西
楽
寺
住
職
宥
盛
が
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
書
い

た
数
冊
の
日
記
類
を
ま
と
め
た
、
『
左
右
留
記
』
（
西
楽
寺
文

書
近
世
一
二
五
二
―
四
）
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。 

 

『
左
右
留
記
』
に
は
、
宥
盛
が
、
建
穂
寺
と
と
も
に
、
有

栖
川
宮
と
の
伝
手
を
探
し
た
一
件
に
関
す
る
日
記
が
綴
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

…
…
今
般
皇
都
ゟ
徳
川
ヘ

官
軍
御
差
向
、
天
子
大
坂
迄

御
親
征
、
有
栖
川
宮
様
関
東
御
発
向
。
其
外
御
勅
使
柳

原
佐
レ

時
・
橋
本
少
将
倉
レ

岩
御
発
向
ニ

付
、
皇
仁
天
王

以
来
御
一
新
之
御
政
道
被
二

仰
出
一

、
仍
而
社
中
本
寺
堂

社
僧
別
当
輩
者
両
部
神
道
被
二

廃
止
一

候
■
。
復
錺
被
二

仰
出
一

、
…
… 

 

社
僧
は
復
飾
（
還
俗
）
と
な
り
、
両
部
神
道
（
神
仏
習
合

の
代
表
の
よ
う
な
仏
教
、
神
道
の
思
想
）
が
廃
止
に
な
る
そ

う
だ
、
云
々
。 

 

社
僧
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
、
と
、
諸
寺
院
は

不
安
に
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

で
は
ど
う
す
る
か
。
右
の
文
章
の
少
し
後
ろ
に
、
彼
ら
の

解
決
策
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

…
…
何
向
其
侭
復
錺
与

申
儀
難
レ

成
、
取
早
有
栖
川
宮
様

当
節
惣
職
督
被
レ

為
レ

在
候
故
、
右
御
殿
ヘ

御
祈
願
所
ニ

而

も
御
免
願
致
し
候
而
、
復
錺
相
の
か
れ
候
様
、
…
… 

 

有
栖
川
宮
様
は
総
督
だ
か
ら
、
宮
様
の
御
祈
願
所
に
な
れ

ば
、
復
錺
を
逃
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

そ
う
し
て
、
諸
寺
院
は
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
へ
献
金
し
、

祈
願
所
に
し
て
も
ら
お
う
と
動
き
ま
す
。 

 

隣
寺
の
鎌
田
医
王
寺
は
、
中
泉
代
官
の
仲
介
で
有
栖
川
宮

と
接
触
で
き
た
よ
う
で
す
が
（〔
横
帳
日
記
〕
西
楽
寺
文
書
近

世
一
二
五
二
―
一
〇
）、
西
楽
寺
に
は
有
栖
川
宮
と
の
伝
手
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

宥
盛
は
、
一
か
八
か
上
京
し
、
智
積
院
の
仲
介
で
、
有
栖

川
宮
と
の
接
触
を
図
り
ま
す
（『
左
右
留
記
』
慶
応
四
年
閏
四

月
二
日
条
ほ
か
）。 

 

幸
い
、
宥
盛
は
、
有
栖
川
宮
の
青
侍
（
公
卿
に
仕
え
る
六

位
の
侍
）、
服
部
幸
作
と
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
栖
川
宮

の
祈
願
所
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（『
左
右
留
記
』
慶
応

四
年
閏
四
月
四
日
条
、
閏
四
月
十
一
日
条
）。 

 

慶
応
四
年
五
月
三
日
、
宥
盛
は
、
京
都
下
川
原
町
の
有
栖

川
宮
仮
御
殿
に
参
殿
し
、
祈
願
所
と
な
っ
た
挨
拶
を
し
ま
し

た
（『
左
右
留
記
』
慶
応
四
年
五
月
三
日
条
）。 

 

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
使
用
し
て
い
る
写
真
の
箱

は
、
五
月
三
日
の
参
殿
時
に
、
有
栖
川
宮
が
西
楽
寺
に
寄
付

し
た
提
灯
や
簾
な
ど
を
入
れ
て
い
た
も
の
で
す
。 

 

箱
の
蓋
の
裏
側
に
は
、
中
に
入
っ
て
い
た
提
灯
や
簾
の
目

録
が
書
か
れ
て
い
ま
す
（
左
写
真
）。 

       

【
重
要
史
料
】 

１
、『
左
右
留
記
』（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五
二
―
四
） 

２
、〔
横
帳
日
記
〕（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
二
五
二
―
一
〇
） 

２
、「
覚
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
一
九
〇
五
） 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
安
丸
良
夫
『
神
々
の
明
治
維
新
―
神
仏
分
離
と
廃
仏
毀
釈
―
』（
岩

波
新
書
、
一
九
七
九
年
）。 

２
、
家
近
良
樹
『
江
戸
幕
府
崩
壊 

孝
明
天
皇
と
「
一
会
桑
」』（
講
談

社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
）。 

３
、
青
山
忠
正
『
日
本
近
世
の
歴
史
６ 

明
治
維
新
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）。 

４
、
谷
川
穣
「
教
育
・
教
化
政
策
と
宗
教
」（『
岩
波
講
座 

日
本
歴
史 

第
15
巻 

近
現
代
１
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。 

 

〔
カ
〕 

あ
お
ざ
む
ら
い 
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つ 

て 

『左右留記』慶応４年（1868）閏４月４日条～同 11 日条 

箱の蓋裏墨書 



       

廃
寺
と
な
っ
た
塔
頭
、
末
寺 

 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
月
、
西
楽
寺
住
職
宥
盛
は
、

西
楽
寺
一
山
の
う
ち
、
廃
寺
と
な
っ
た
末
寺
、
塔
頭
の
一
覧

を
作
成
し
、
浜
松
県
令
に
提
出
し
ま
し
た
（
「
乍
恐
以
書
付
奉

申
上
候
」
宇
刈
村
方
文
書
五
一
／
袋
井
市
歴
史
文
化
館
所
蔵
）。 

 

そ
こ
に
は
、
明
治
六
年
四
月
時
点
に
、
既
に
廃
寺
と
な
っ 

       

て
い
た
、
観
音
寺
・
□
□
寺
（
虫
損
で
読
め
な
い
）・
久
昌
院
・

多
法
寺
・
願
成
寺
・
林
徳
寺
・
福
智
坊
・
大
井
坊
・
岸
之
坊
・

梅
本
坊
の
名
が
あ
り
ま
す
。 

 

春
岡
学
校
の
教
場
と
な
っ
た
松
本
坊 

 

「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
を
読
ん
で
み
る
と
、
観
音
寺

の
項
に
は
、「
右
私
造
ニ

御
座
候
間
、
御
規
則
之
通
り

学
校
江

寄

附
仕
度
奉
レ

存
候
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

実
は
、
明
治
初
年
、
政
府
内
部
で
は
、
宗
教
的
な
「
教
化
」

と
西
洋
的
学
術
の
「
教
育
」
に
つ
い
て
混
同
す
る
な
ど
、
宗

教
・
教
育
政
策
に
混
乱
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
明
治
六
年
三
月
に
、
社
寺
内
に
学
校

を
設
け
て
よ
い
、
と
い
う
法
令
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
神
官
や

僧
侶
を
教
員
に
す
る
な
ど
の
規
定
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

「
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
」
の
記
述
は
、
そ
う
し
た
時
代

背
景
を
受
け
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

同
史
料
の
、
西
楽
寺
末
久
昌
院
の
記
述
も
見
て
み
ま
す
と
、

「
依
レ

之
去
ル

天
保
度
建
物
売
払
、
代
金
を
以
観
音
堂
修
覆
仕
、

当
時
少
〻
残
金
も
御
座
候
間
、
今
般
学
校
江

寄
附
仕
度
奉
レ

存

候
」
と
あ
り
、
天
保
年
間
に
建
物
を
売
り
払
っ
た
代
金
の
余 

り
を
学
校
に
寄
付
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

        

ま
た
、
久
昌
院
に
生
え
て
い
た
木
に
つ
い
て
も
、「
尤
小
松

少
〻
立
木
有
レ

之
候
ニ

付
、
売
払
代
金
を
以
学
校
江

寄
附
仕
度

奉
レ

存
候
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
生
え
て
い
た
小
松
な
ど
の
立

木
を
売
っ
た
代
金
を
学
校
に
寄
付
し
た
、
と
言
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
明
治
の
西
楽
寺
一
山
は
、
塔
頭
や
末
寺
を

失
い
ま
し
た
が
、
そ
の
内
の
い
く
つ
か
は
、
学
校
へ
と
寄
付

さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
、
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
塔
頭
が
あ
り

ま
し
た
。
名
を
、
松
本
坊
と
言
い
ま
す
。 

 

松
本
坊
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か
ら
、
春
岡
学
校

の
教
場
と
し
て
本
堂
を
貸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。 

 

松
本
坊
住
職
の
宥
恵
は
教
導
職
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
（〔
松

本
坊
明
細
〕
14 

春
岡
村
外
２
ヶ
村
戸
長
役
場
文
書
二
四
四

六
／
袋
井
市
歴
史
文
化
館
所
蔵
）、
宥
恵
も
、
春
岡
学
校
で
教

え
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

宥
恵
が
亡
く
な
っ
た
後
、
後
任
が
見
つ
か
ら
ず
、
明
治
十

四
年
（
一
八
八
一
）
四
月
二
十
八
日
に
、
松
本
坊
は
廃
寺
と

な
り
ま
し
た
。
建
物
が
解
体
さ
れ
た
た
め
、
春
岡
学
校
は
、

郷
蔵
の
敷
地
内
に
新
校
舎
を
建
て
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
て
、
最
後
の
塔
頭
松
本
坊
の
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
年
表
を
掲
載
し
ま
し
た

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

消
え
ゆ
く
末
寺
・
塔
頭
と
変
化
す
る
塔
頭 

学
校
と
な
っ
た
西
楽
寺
一
山 

た
っ
ち
ゅ
う 

03 

「乍恐以書付奉申上候」（宇刈村方文書 51） 



     

     

    

                        

                        

                        

年月日 事項 根拠史料

天正18年（1590）12月28日 豊臣秀吉朱印状に松本坊の名が見える。
「豊臣秀吉朱印状」（『袋井市史　史料編一　古代

中世』391号文書、pp.284-286）

慶長8年（1603）9月11日
徳川家康朱印状（豊臣秀吉朱印状を踏襲したもの）

に松本坊の名が見える。

「徳川家康寺領寄進朱印状写」（『袋井市史　史料

編二　近世』14号文書、p.5）

元和5年（1619）
元和5年の史料に登場する「水之坊」は松本坊のこ

とだろうか？

元和5年（1619）10月5日「西楽寺年行事次第之

事」（西楽寺文書近世1046）

『当山諸由緒扣』（西楽寺文書近世11）所引元和5

年（1619）〔十所大権現鐘銘〕

元和8年（1622）
松本坊は、この年に宥尊が松本坊住職になった時か

ら世代を数え始めている。

明治7年（1874）8月〔安養山松本坊明細〕（14

春岡村外2ヶ村戸長役場文書2436）

寛永15年（1638）5月25日 この頃、松本坊は無住。
寛永15年（1638）5月25日〔西楽寺本末之儀〕（西

楽寺文書近世799）

延宝3年（1675）8月15日
『西楽寺本末帳』に「衆徒」として松本坊が見え

る。

延宝3年（1675）8月15日『西楽寺本末帳』（西楽

寺文書近世803）

元禄7年（1694）頃
この頃、松本坊には住職がおり、弟子も取っていた

らしい。
『新可結衆牒』（西楽寺文書近世10）

延享2年（1745）10月
『西楽寺本末帳』に「衆徒」として松本坊が見え

る。

延享2年（1745）10月『西楽寺本末帳』（西楽寺文

書近世805）

寛政3年（1791）
この年まで、松本坊には住職がいたが、この後無住

に。寺役は西楽寺学頭が兼任で勤めることに。

天保14年（1843）6月『寺院無住御取調帳』（西楽

寺文書近世55）

天保11年（1840）3月 松本坊に隠居していた宥実が死去。

天保11年（1840）5月『西楽寺世代慶長五年以来住

職人躰実名等相改上奉申上候』（西楽寺文書近世

53）

安政6年（1859）
西楽寺住職宥盛により（おそらく安政地震の被害か

ら）松本坊の本尊不動明王が復興される。

明治12年（1879）『遠江国周智郡春岡村　真言宗松

本坊明細帳』（14　春岡村外2ヶ村戸長役場文書

2477）

明治6年（1873） 松本坊の本堂を春岡学校の教場として貸し出す。
明治14年（1881）7月19日「学校新築ニ付御伺」

（14　春岡村外2ヶ村戸長役場文書2610）

明治7年（1874）8月 安養山松本坊は明細を浜松県令に提出。
明治7年（1874）8月〔安養山松本坊明細〕（14

春岡村外2ヶ村戸長役場文書2436）

明治9年（1876）7月 安養山松本坊は明細を浜松県令に提出。
明治9年（1876）7月〔松本坊明細〕（14　春岡村

外2ヶ村戸長役場文書2446）

明治12年（1879）
静岡県の調査に対し、松本坊には古器、古文書の類

は無い、と回答。

明治12年（1879）「御届」（14　春岡村外2ヶ村戸

長役場文書2476）

明治12年（1879） 松本坊は明細を提出。

明治12年（1879）『遠江国周智郡春岡村　真言宗松

本坊明細帳』（14　春岡村外2ヶ村戸長役場文書

2477）

明治14年（1881）4月28日

松本坊住職廣澤宥恵死去に伴い、松本坊を西楽寺に

合寺。この時、松本坊の建物は8間×4間半だったら

しい。

明治14年（1881）4月28日「合寺御願」（14　春岡

村外2ヶ村戸長役場文書2487）

明治14年（1881）7月19日

松本坊本堂を春岡学校の教場として貸し出すことに

差支が出たので、学校を天白の郷蔵敷地内に新築

し、そちらに教場を移すこととなる。

明治14年（1881）7月19日「学校新築ニ付御伺」

（14　春岡村外2ヶ村戸長役場文書2610）

【凡例】

松本坊変遷一覧

　　　　　　　　　　１、14　春岡村２ヶ村戸長役場文書は袋井市歴史文化館所蔵史料。

【重要史料】※松本坊関係史料は上の表を参照。 

１、「乍恐以書付奉申上候」（宇刈村方文書 51／袋井市歴史文化館所蔵） 

【参考文献】 

１、谷川穣「教育・教化政策と宗教」（『岩波講座 日本歴史 第 15 巻 近現代１』岩波書店、2014 年）。 
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春
岡
学
校
と
関
わ
っ
た
住
職
た
ち 

 

幕
末
・
明
治
を
生
き
た
、
三
人
の
西
楽
寺
住
職
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
人
目
は
、
有
栖
川
宮
の
祈
願
所
と
な
る
た
め
に
奔
走
し

た
宥
盛
。
二
人
目
は
、
明
治
の
、
様
々
な
変
化
に
対
応
し
続

け
た
宥
猛
、
三
人
目
は
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
、

新
義
真
言
宗
の
本
末
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
時
（
後
述
）

の
住
職
、
連
存
教
で
す
。
ち
な
み
に
、
連
存
教
は
、「
連
」
が

姓
で
す
。 

 

三
人
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
表
を
掲
載
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
春
岡
学
校
と
の
関
わ
り
を
見
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

前
述
の
と
お
り
、
明
治
初
年
に
は
、
仏
教
と
学
校
教
育
は
、

深
い
関
わ
り
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
明
治
政
府

の
教
化
・
教
育
政
策
と
、
仏
教
の
側
で
新
時
代
の
活
路
を
教

育
に
見
出
し
た
こ
と
の
、
双
方
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
（
参
考
文
献
１
）。 

 

西
楽
寺
も
、
塔
頭
松
本
坊
が
春
岡
学
校
の
教
場
に
な
る
な

ど
、
学
校
教
育
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

松
本
坊
住
職
宥
恵
も
、
松
本
坊
で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て

い
た
よ
う
で
す
が
（
前
述
）、
次
ペ
ー
ジ
の
表
を
見
れ
ば
一
目 

       

瞭
然
の
よ
う
に
、
当
時
住
職
を
引
退
し
て
い
た
宥
盛
も
、
春

岡
学
校
幹
事
と
し
て
、
春
岡
学
校
と
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

何
度
か
幹
事
も
引
退
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

受
理
さ
れ
ず
。
西
楽
寺
文
書
か
ら
、
宥
盛
が
働
き
者
で
、
仕

事
が
で
き
る
人
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
か
ら
、
周
り
が

離
さ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

宥
猛
も
、
周
智
郡
第
五
学
区
の
学
務
委
員
を
勤
め
て
い
ま

す
（
表
参
照
）。
明
治
を
生
き
た
西
楽
寺
の
僧
侶
た
ち
は
、
教

育
に
深
く
携
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

宥
猛
と
連
存
教 

連
存
教
は
、
京
都
は
醍
醐
の
出
身
で
す
。
明
治
十
六
年
（
一

八
八
三
）
以
前
に
西
楽
寺
住
職
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
宥

猛
と
と
も
に
、
西
楽
寺
の
馬
飛
び
を
行
事
と
し
て
整
備
す
る

の
に
貢
献
し
た
人
物
で
す
（
参
考
文
献
２
）。 

 

さ
て
、
そ
の
存
教
で
す
が
、
東
京
都
小
石
川
区
大
塚
坂
下

町
護
国
寺
中
真
言
宗
新
義
派
大
学
林
の
教
師
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
、
前
住
職
の
宥
猛
が
寺
務
代
理
を
勤
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

宥
猛
も
多
忙
な
人
で
し
た
か
ら
、
油
山
寺
の
住
職
が
寺
務

代
理
を
引
き
継
い
だ
の
で
す
が
、
存
教
は
な
か
な
か
西
楽
寺 

       

に
帰
っ
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
結
局
、
明
治
二
十
八

年
（
一
八
九
五
）
十
月
二
十
九
日
、
宥
猛
が
再
度
住
職
に
就

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
表
参
照
）。 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
谷
川
穣
「
教
育
・
教
化
政
策
と
宗
教
」（『
岩
波
講
座 

日
本
歴
史 

第
15
巻 

近
現
代
１
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。 

２
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
『
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅲ 

年

中
行
事
』（
二
〇
二
一
年
）。 

             

西
楽
寺 

 

明
治
の
住
職 

宥
盛
・
宥
猛
・
連 

存
教 
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ぞ
ん
き
ょ
う 

『隠居・後住願』次期住職に宥猛を推薦 

「仏教は勿論漢学などにも堪能で……」とある。 



                   

                   

                 

          

          

          

年月日 事項 根拠史料

天保9年（1838）4月3日 宥盛、印可される。 『新可結衆牒』（西楽寺文書近世10）

天保10年（1839）2月15日 宥盛、梅本坊住職になる。 『住職御取調帳』（西楽寺文書近世50）

天保10年（1839）
宥猛、遠江国豊田郡太田村に生まれる。俗姓は永坂

（明治以降は廣澤姓に）。

明治6年（1873）『隠居・後住願』（14　春岡村外

2ヶ村戸長役場文書2430）

弘化4年（1847）5月5日 連存教、京都府宇治郡醍醐村に生まれる。
明治20年（1887）12月24日「附籍御届」（16　春

岡村外2ヶ村戸長役場文書471）

弘化4年（1847）6月 宥盛、西楽寺住職になる。
嘉永3年（1850）2月1日『当院拾九世宥盛入院披露

録覚』（西楽寺文書近世59）

嘉永元年（1848）6月6日 宥猛、西楽寺で得度（10歳）。
明治6年（1873）『隠居・後住願』（14　春岡村外

2ヶ村戸長役場文書2430）

明治6年（1873）9月6日以降
宥盛隠居。宥猛が西楽寺住職となる（35歳）。な

お、宥猛は宥盛の弟子らしい。

明治6年（1873）『隠居・後住願』（14　春岡村外

2ヶ村戸長役場文書2430）

明治6年（1873）9月5日「乍恐以書付奉申上候」

（16　春岡村外2ヶ村戸長役場文書13）

明治9年（1876）11月29日 春岡学校の幹事として廣澤宥盛の名が見える。
明治9年（1876）11月29日「御届」（14　春岡村外

2ヶ村戸長役場文書2573）

明治10年（1877）2月 宥盛、春岡学校幹事を辞職。
明治10年（1877）2月「辞職願」（14　春岡村外

2ヶ村戸長役場文書2575）

明治11年（1878）3月7日 宥盛、この時も春岡学校の幹事に名を連ねている。
明治11年（1878）3月7日「春季試験届」（14　春

岡村外2ヶ村戸長役場文書2580）

明治12年（1879）9月 宥盛、十所神社氏子惣代として名が見える。

明治12年（1879）9月『遠江国周智郡春岡村村社

十所神社宝物古器古文書目録』（14　春岡村外2ヶ

村戸長役場文書2473）

明治12年（1879）11月20日 宥盛、この時も春岡学校の幹事に名を連ねている。
明治12年（1879）11月20日「受取証」（14　春岡

村外2ヶ村戸長役場文書2593）

明治16年（1883）2月14日 連存教、これより前に西楽寺住職となる。
明治16年（1883）2月14日「御届」（14　春岡村外

2ヶ村戸長役場文書3118）

明治17年（1884）10月10日 宥猛、周智郡第五学区の学務委員となる。
明治17年（1884）10月10日「御請書」（14　春岡

村外2ヶ村戸長役場文書2636）

明治20年（1887）12月24日
西楽寺住職連存教、廣澤宥猛に附籍（宥猛49歳、存

教41歳）。

明治20年（1887）12月24日「附籍御届」（16　春

岡村外2ヶ村戸長役場文書471）

明治24年（1891）12月17日

連存教、東京都小石川区大塚坂下町護国寺中真言宗

新義派大学林の教師として勤務することとなり、西

楽寺前住職宥猛が西楽寺の寺務代理となっていた

が、都合により、油山寺住職本多教幡が事務代理を

勤めることに（宥猛53歳、存教45歳）。

明治24年（1891）12月17日「寺務代理届書」（12

宇刈近代役場文書（１）306）

明治28年（1895）10月29日 宥猛、再度西楽寺住職となる（57歳）。
明治28年（1895）10月29日「御届」（12　宇刈近

代役場文書（１）316）

明治37年（1904）4月 宥猛死去（66歳）。 〔宥猛墓石〕

【凡例】

１．年齢は数えの年齢を記した。

宥盛・宥猛・連存教関係年表
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醍
醐
寺
末
寺
か
ら
智
積
院
末
寺
へ 

 

明
治
に
、
醍
醐
寺
末
寺
の
新
義
真
言
宗
寺
院
が
一
斉
に
離

末
す
る
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
（
参
考
文
献
２
）
。 

 

江
戸
時
代
、
西
楽
寺
は
、
醍
醐
報
恩
院
の
末
寺
で
、
新
義

真
言
宗
の
寺
院
で
し
た
（
参
考
文
献
３
）
。 

 

古
義
真
言
宗
の
大
寺
院
を
本
寺
に
持
つ
新
義
真
言
宗
の
寺

院
は
、
江
戸
時
代
に
と
て
も
多
く
、
特
に
多
く
の
新
義
真
言 

 

      

宗
寺
院
の
本
寺
と
な
っ
て
い
た
の
が
醍
醐
寺
で
し
た
。 

 

古
義
の
大
寺
院
は
、
名
目
上
は
本
寺
で
す
が
、
実
際
の
支

配
は
新
義
真
言
宗
の
四
箇
寺
が
行
い
ま
し
た
（
参
考
文
献
１
）。 

 

明
治
に
な
り
、
宗
教
政
策
が
変
化
し
た
こ
と
で
、
古
義
の

本
寺
が
、
新
義
真
言
宗
の
末
寺
に
対
し
て
も
実
際
に
支
配
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
本
寺
と
末
寺
の
軋

轢
に
よ
り
、
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）、
醍
醐
寺
末
寺
の

新
義
真
言
宗
寺
院
が
離
末
し
、
智
積
院
の
末
寺
に
加
わ
り
ま

し
た
（
参
考
文
献
２
）。 

 

西
楽
寺
の
場
合 

 

西
楽
寺
文
書
に
も
、
こ

の
時
の
史
料
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
（
西
楽
寺
文
書
近

世
四
一
四
〇
・
四
一
四
一
）。 

 
「
離
末
御
願
」（
西
楽
寺

文
書
近
世
四
一
四
〇
）
に

よ
る
と
、
当
時
の
西
楽
寺

住
職
連
存
教
は
、
明
治
二

十
七
年
七
月
八
日
に
醍
醐

寺
事
務
庁
に
離
末
を
願
い 

 

      

出
ま
し
た
。 

 

醍
醐
寺
事
務
庁
が
離
末
を
受
理
し
た
の
は
同
年
八
月
一
日

（「
離
末
御
願
」
西
楽
寺
文
書
近
世
四
一
四
〇
）。 

 

醍
醐
寺
事
務
庁
か
ら
の
返
答
を
受
け
、
八
月
二
日
に
、
西

楽
寺
は
智
積
院
へ
「
加
末
御
願
」（
西
楽
寺
文
書
近
世
四
一
四

一
）
を
提
出
。
こ
ち
ら
は
、
翌
日
の
八
月
三
日
に
、
智
積
院

事
務
局
に
受
理
さ
れ
ま
し
た
（「
加
末
御
願
」
西
楽
寺
文
書
近

世
四
一
四
一
）。 

 

【
重
要
史
料
】 

１
、「
離
末
御
願
」
（
西
楽
寺
文
書
近
世
四
一
四
〇
） 

２
、「
加
末
御
願
」
（
西
楽
寺
文
書
近
世
四
一
四
一
） 

 

【
参
考
文
献
】 

１
、
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一

九
六
四
年
）。 

２
、
林
淳
「
修
験
道
研
究
の
前
夜
」（
時
枝
務
・
長
谷
川
賢
二
・
林
淳
編

『
修
験
道
史
入
門
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
五
年
） 

３
、
袋
井
市
歴
史
文
化
館
編
『
中
遠
の
古
刹 

真
言
宗
西
楽
寺
Ⅰ 

縁

起
と
系
譜
』（
二
〇
二
〇
年
） 

明
治
に
変
わ
っ
た
西
楽
寺
の
本
末
関
係 
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「離末御願」（西楽寺文書近世 4140） 

「加末御願」（西楽寺文書近世 4141） 


